
 

 

 

令 和 ５年 １月１２日 

   高 知 海 上 保 安 部 

 

令和４年における海難発生状況（速報値） 

～ 人身事故（負傷事故）が増加 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「船舶事故」とは、船舶の運航に関連した損害や具体的な危険が生じたものをいう 

※「人身事故」とは、海上又は海中における活動中に死傷者（自殺、病気等を除く）が発

生したものをいう 

 

〇 令和４年、高知県内で発生した船舶事故隻数は３隻増加し、人身事故は

４人増加しました。（昨年比） 

 

令和４年における高知県内の海難発生状況は次のとおりです。  
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高知県内の船舶事故隻数

☆ 船舶事故：２８隻（昨年比３隻増） 

☞ 漁船の事故が全体の半数である１４隻（昨年比２隻増）    

死者・行方不明者数：１人（昨年比１人減） 

☞ 船舶事故による死者 1 人発生 

 

☆ 人身事故：３２人（昨年比４人増） 

☞ 負傷事故が大幅に増加１６人（昨年比９人増） 

死者・行方不明者数：１０人（昨年比４人減） 

☞ １０人のうち４人が海中転落 

☞ 海中転落者４人のうち救命胴衣非着用が２人 

事故隻数    死者・行方不明者  



船舶事故の発生状況 
 
〇 船舶用途別では「漁船」の事故が半数を占めており、海難種類別では「衝

突」が多く発生しています。 

  また、船舶事故による死者・行方不明者は 1 人発生しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
船舶事故事例  
〇高知港でプレジャーボートが防

波堤に衝突  
４月９日、高知港桂浜東側にお

いて、帰港中のプレジャーボート

が防波堤の消波ブロックに衝突

する事故がおきました。プレジャ

ーボートの船長にケガはありま

せんでした。同船長は、自動操船

にて見張り不十分のまま航行し

ていました。  
 
 



人身事故の発生状況 
 

〇 活動種別では「マリンレジャー中」の事故が増加（昨年比４人増）して

おり、人身事故種類別では「負傷」が大幅に増加（昨年比９人増）してい

ます。 

〇 人身事故による死者・行方不明者数が１０人（昨年比４人減）発生して

おります。 

また、海中転落者に伴う死者・行方不明者４人のうち２人は救命胴衣非

着用の状態でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人身事故事例  
〇仁淀川河口でバナナボート搭乗者

５名が負傷  
９月４日、仁淀川河口海域におい  

   て、水上オートバイで１０名が搭乗  
するバナナボートを曳航中、大波を

受けバナナボート搭乗者全員が海へ

投げ出され、うち５名が負傷しまし      
た。事故当時、台風１１号が接近し、  
波が高く危険な海上模様でありまし  

た。 

 

高知市仁淀川  

※写真はイメージです  

（6 人） 

（０人） 

（4 人） 

※（）内は死者・行方不明者数  

出典元：海上保安庁ウォーターセーフティガイド  


